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ゼロ濃度差 CO2施用対応機 

施設園芸用 CO2コントローラー 

 ﾓﾃﾞﾙ：SA-K03 取扱説明書          
 

    2026.3.17 改訂 

製品概要  

このたびは、当社の施設園芸用 CO2 コントローラーをお買い上げいただき、まことにありがとうござ

います。当製品は、空気中の二酸化炭素（CO2）を検出し、室内の CO2濃度を適正に維持し CO2施用効

果を高めることで、生産効率の向上に役立てていただくことを目的に開発されました。室内の CO2 濃

度を適正に保つために液化 CO2ボンベや燃焼式 CO2発生器に当製品を接続させることで、室内への CO2

の供給または停止を制御することが可能です。また、換気窓が開いている時のゼロ濃度差 CO2 施用と

換気窓が閉まっているときの高濃度 CO2施用の自動切替運転が行えます。 

 

ゼロ濃度差 CO2施用  

外気の CO2濃度は 400～450 ppmの範囲であるのに対し、室内の CO2濃度は窓が開いていても作物の光

合成により、晴天時は 250～350 ppm に低下しています。そのため、室内の光合成は、外気の光合成

に比べて 20%程度も抑制されてしまいます。そこで室内外の CO2濃度の差がゼロであれば、室内の CO2

濃度を無施用時に比べて 100～200 ppm 上昇させることができます。この時、室内外の CO2 濃度差が

ゼロなので、施用した CO2は室外に流出することなく、ほぼすべての CO2が植物に吸収され、CO2施用

効率が 100%近くになることが可能です。 

 

換気窓が開いた時のゼロ濃度差 CO2施用において、外気の CO2濃度は 400～450 ppmと変動するので、

室内外の CO2 濃度差をゼロに維持するには、その差を連続的に計測する必要があります。他方、窓が

閉じた場合は、室内 CO2濃度の設定値を 700～1000 ppm にして高濃度 CO2施用を行うことで、作物の

光合成をさらに促進させることができます。 

（古在豊樹、太陽光型植物工場、オーム社より引用） 
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安全上および使用上の注意 

ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みいただき、正しく安全にお使いください。また、お読

みになった後は大切に保管してください。重要な安全情報を含みますので、必ず順守していただき

ますようお願いいたします。 

 

＊当製品は 100 万分の 1～10 万分の１の単位で CO2濃度を計測する精密機器です。故障を回避するた

めにも正しくお取扱いください。 

 

① 電気工事は必ず電気工事店に依頼してください。誤った電気工事は、漏電や火災の恐れが

ありますのでご注意ください。 

② 製品は大切に取り扱い、衝撃やショックを与えないでください。 

③ 製品を改造・分解したり、正規の目的以外に利用しないでください。 

④ 当製品は、防塵性・防水性を有しておりますが（IP54）、水や液体のある場所に製品を置

いたり、浸水させないでください。ショートや感電する恐れがあります。また、センサ部

分に水滴が付着したりすると故障の原因になります。 

⑤ 取付工事仕様書に従って設置してください。取扱や取付方法を間違えると、製品の破損も

しくは故障の原因になりますのでご注意ください。  

⑥ 電気回路には絶対に手を触れないでください。電源を接続した状態で取り付けを行うと感

電の恐れと共に故障の原因となりますのでご注意ください。 

⑦ 事故防止のため、お子さまの手の届くところに装置を置かないでください。 

⑧ 熱源や直射日光のあたる場所を避けて設置してください。ショートや感電する恐れがあり

ます。 

⑨ フォトセンサ（別売）、ポンプユニット（別売）および警報用アラーム・ランプ（他社製

品）については、取付工事仕様書を参照し、適正に取り付けてください。 
 
 

製品のお手入れ 

製品がその機能を最大限に発揮できるよう、以下の事項を順守してください。 

 

① 清掃時は、必ず電源を抜いてください。 水で湿らせた布を固く絞って、パネル表面を軽

く拭く程度にしてください。洗剤やアルコール、ベンジンやシンナーなどの液体洗浄剤は

使用しないでください。 

② ご自身で製品を修理したり、回路を改造しないでください。修理が必要な場合は、販売代

理店または当社の修理窓口までご連絡ください。 

③ CO2 濃度測定時には、空気がスムーズに装置を循環するようにします。製品の周辺は通風

障害がないようにしてください。 
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外形および各部位の名称 
（単位 mm） 

■本体 SA-K03 

[正面]                              [側面]  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

         (1)           (2)            (3)           (4)            (5) 
 

※詳細は取付工事仕様書を参照してください。 
 

■フォト（光の強さ、照度）センサ SA-S01 

[正面]                            [側面] 
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■ポンプユニット SA-P01 

[正面]                                [側面] 
 

 
 

 

主な仕様および表示機能 
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CO2コントローラーの機能および設定上のご注意 

当製品の主な機能は以下のとおりです。電源立ち上げ後、表 1（P.9～10）の「設定項目一覧表」が

表示されます。 
①ゼロ濃度差 CO2施用と高濃度 CO2施用の自動切替制御  

  換気窓が開いているときはゼロ濃度差 CO2施用を行い、換気窓が閉まっているときは高濃度 CO2

施用を行います。また、換気窓にリミットスイッチを取り付けることにより開閉信号を取得す

ることで、ゼロ濃度差 CO2 施用と高濃度 CO2施用の自動切替が可能です。 

 

②高精度 NDIRセンサ（非分散赤外線） 

  長期間、安定した測定が可能な高性能 NDIR（非分散赤外線）センサを使用しています。 

 

③液化 CO2ボンベ／燃焼式 CO2発生器に対応可 

液化 CO2ボンベまたは燃焼式 CO2発生器共に当製品と接続させることで、CO2施用が可能です。 

なお、燃焼式 CO2発生器は、頻繁に ON/OFFを繰り返すと発生器に悪い影響を与える可能性があり

ますので、液化 CO2ボンベに比べ、切替周期（インターバル）を長めに設定することを推奨しま

す。初期設定値は 180秒ですが、変更する場合は P.13の「自己設定項目での操作手順」に従っ

てください。 

※一部の燃焼式 CO2発生器は使用に適さない可能性があります。詳細は発生器メーカーに問い合 

わせてください。 

 

④外気 CO2濃度 計測／固定 選択可・ポンプユニットの使用可 

外気 CO2濃度について、センサでの計測値“センサケイソクチ”か、入力値“ニュウリョクチ”

のどちらかを選択します。後者は、実際には CO2濃度を計測せず、外気 CO2濃度を自由に設定

し、その設定値を目標に CO2施用を行います。計測値を選択する場合、ポンプユニットを 1つも

しくは 2つ使用する必要があります（必要数は当製品の設置場所によります）。入力値を選択し

た場合でも、当製品の設置場所によってはポンプユニットが 1つ必要になります。P.7～8の

「ポンプユニット必要台数」を参照ください。初期設定値は入力値 400 ppmですが、変更する場

合は P.13の「自己設定項目での操作手順」に従ってください。 

 

⑤表示は 1 ppm単位／設定は 10 ppm単位 

  CO2濃度は 1 ppm単位で表示されます。また、10 ppm単位での設定値の変更が可能です。 

 

⑥フォトセンサ（別売）による日照感知  

  フォトセンサにより照度を確認し、CO2施用時間を決定します。例えば、日が出ていない夜間に

は CO2施用を停止させます。フォトセンサの代わりに、燃焼式 CO2発生器などに設置しているタ

イマーを使用し、CO2施用時間を自由に設定することも可能です。出荷時（初期設定値）は、

100 lx=4.6 mAとなっておりますが、日の出・日没の明るさに応じた設定をしてください。設定

を変更する場合は P.13の「自己設定項目での操作手順」に従ってください。 

 

⑦作動条件および外部からの作動方法 

  P.16の「作動条件および外部からの作動方法」を参照してください。 
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⑧本体ディスプレイ点滅により非常時を通報 

  異常値を検出した場合、液晶ディスプレイが点滅します。上限異常値と下限異常値はそれぞれ

自由に設定することが可能です。また、警報用アラーム・ランプ（他社製品）を取り付けるこ

とも可能です。 

 

⑨換気窓信号の出力方法 
換気窓の開閉信号は主として以下の 2つの方法で得られます。 
・換気窓にリミットスイッチを取り付けることで、換気窓の開閉信号を取得することができま

す。例えば、リミットスイッチの接点が閉のとき、換気窓開の信号を取得します。反対に、

リミットスイッチの接点が開のとき換気窓閉の信号を取得することができます。 
・当製品にタイマーを取り付け、ゼロ濃度差 CO2施用および高濃度 CO2施用のそれぞれの時刻を

設定することで、時間による CO2制御の自動切替が可能になります。 

※タイマー推奨型番：パナソニック TB17101N (AC100 V用）・TB17201N（AC200 V用） 

 

⑩切替周期 
外気と室内の CO2濃度を交互に測定する際の切替時間を切替周期といい、180秒～300秒以上に設

定することを推奨します。なお、温室の大きさによって、室内 CO2濃度が短時間で変化する場合

がありますので注意してください。 

燃焼式 CO2発生器は、頻繁に ON/OFFを繰り返すと発生器に悪い影響を与える可能性がありますの

で、液化 CO2ボンベに比べ、切替周期（インターバル）を長めに設定することを推奨します。た

だし、切替周期を長めに設定すると目標 CO2濃度が外気 CO2濃度より高い値になる時間が増え、

室外に放出される CO2施用が増えてしまうことに注意してください。 

表 1（P.9～10）の「設定項目一覧」の安全値・制御幅を参照ください。初期設定値を変更する

場合は P.13の「自己設定項目での操作手順」に従ってください。 

 
⑪安全値 

目標 CO2濃度が外気 CO2濃度より当該値分低い値になります。当該値が 0 ppmのときは、外気 CO2

濃度がそのまま目標となります。室内 CO2濃度が外気 CO2濃度より高くなると、施用した CO2が室

外に放出してしまうため、CO2施用の無駄が発生してしまう可能性があります。そうした無駄を

少なくするため、初期設定値は 20 ppmとなっていますが、変更する場合は P.13の「自己設定項

目での操作手順」に従ってください。 
 

 
 
 
 
⑫待機時間（換気窓閉） 

気温の変動が大きい日など、換気窓が頻繁に開閉する場合、ゼロ濃度差 CO2施用と高濃度 CO2施

用が頻繁に切り替わることで、CO2施用の無駄が発生してしまいます。なぜなら、高濃度 CO2施用

のために施用した CO2が室外に放出してしまうためです。そのため、換気窓が閉まった後も当該

時間はゼロ濃度差 CO2施用を継続させることで、CO2施用の無駄を減少させます。1分～60分の間

で設定可能です。初期設定値は 20分ですが、変更する場合は P.13の「自己設定項目での操作手

順」に従ってください。 

 

外気 CO2濃度   

   実際の CO2目標濃度（換気窓開） 

時間 
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システム構成図 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポンプユニット必要台数 

１．外気 CO2濃度計測（ゼロ濃度差 CO2施用） 

外気 CO2濃度を計測し、計測値に応じた CO2施用を行います。 

 

 

① 製品を温室に設置（    1台） 

 

 

② 製品を作業エリアに設置（    2台） 

 

ポンプユニット コントローラー 

・換気窓開の時、ポンプユニットにより外気を取り入れ、

室内気との切替制御を行う（ゼロ濃度差 CO2施用） 

・換気窓閉の時、室内気のみ制御する（高濃度 CO2施用） 

 

・換気窓開の時、ポンプユニットにより室内気および外気

を取り入れ、切替制御を行う（ゼロ濃度差 CO2施用） 

・換気窓閉の時、室内気のみ制御する（高濃度 CO2施用） 

 

CO2コントローラ

換気窓 ※

（リミットスイッチ）

室外CO2

室内CO2

フォトセンサ

CO2ボンベの電磁弁：時間比例制御

燃焼式CO2発生器：ON/OFF

※タイマー使用可

信号

信号

液化CO2ボンベ/燃焼式CO2発生器

データロガー

外部通信機器

警報用

アラーム・ランプ

信号（RS232C）

信号（4～20 mA）

ポンプユニット

作動
信号
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２．外気 CO2濃度固定 

外気 CO2濃度を計測することなく、固定値として設定し、当該固定値に応じた CO2施用を行い 

ます。 

 

① 製品を温室に設置（   なし） 

 
 

② 製品を作業エリアに設置（   1台） 

 
 

結露対策（ドレントラップの設置） 

CO2コントローラー設置場所および気候によって、CO2コントローラー本体およびチューブ内に結露が

発生する場合があります。そのような場合には、エアーチューブにドレントラップを設置すること

などにより、CO2コントローラー本体への水滴の流入を防ぐ効果が期待されます。   

例えば、冬季にコントローラーを作業エリアに設置した場合、温室の温かい空気と冷えた外気が混

じることで結露が発生しやすくなります。ここで、水滴を分離するためにドレントラップを設置す

ることで効果が期待できます。                                 

ドレントラップ内に外部から空気が入らないように密閉してください。CO2ガスはポンプで吸引して

いるため、ドレントラップの気密性が十分でない場合、ドレントラップ周辺の CO2ガスを吸引するこ

とになり、結果として正確な CO2濃度の計測・制御ができなくなります。            

また、ドレントラップ内に溜まった結露水は定期的に排水してください。 

■ドレントラップ設置例 

 

 

 

 

 

 

 

・換気窓開の時、外気 CO2濃度が一定であると設定し、室内

CO2 濃度を当該濃度にすべく制御を行う（ポンプユニット

は不要） 

・換気窓閉の時、室内気のみ制御する（高濃度 CO2施用） 

 

・換気窓開の時、外気 CO2 濃度が一定であると設定し、ポンプ

ユニットにより室内気を取り入れ、室内 CO2 濃度を当該濃度

にすべく制御を行う 

・換気窓閉の時、室内気のみ制御する（高濃度 CO2施用） 
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範

囲
で

は
、C

O 2
施

用
が

止
ま

る
。

10
0 p

pm
10

 pp
m

20
 pp

m
20

0 p
pm

⑤
安

全
値

（換
気

窓
開

）
ア

ン
ゼ

ン
チ

　マ
ドア

キ
目

標
CO

2濃
度

は
外

気
CO

2濃
度

よ
り当

該
値

分
低

い
値

とす
る

。当
該

値
が

0の
とき

は
、外

気
CO

2濃
度

が
そ

の
ま

ま
目

標
とな

る
が

、オ
ー

バ
ー

シ
ュー

トし
CO

2が
無

駄
に

な
る

可
能

性
が

あ
る

。
20

 pp
m

10
 pp

m
0 p

pm
20

0 p
pm

⑥
室

内
CO

2上
限

濃
度

（換
気

窓
開

）
CO

2ジ
ョウ

ゲ
ン

マ
ドア

キ
室

内
CO

2濃
度

が
当

該
値

よ
り高

くな
った

とき
は

CO
2施

用
が

止
ま

る
。

50
0 p

pm
10

 pp
m

10
0 p

pm
10

00
 pp

m

⑦
室

内
CO

2上
限

濃
度

か
らの

不
感

幅
（換

気
窓

開
）

シ
ツ

ナ
イC

O2
　フ

カン
ハ

バ
室

内
CO

2濃
度

が
上

限
濃

度
を超

え
CO

2施
用

が
止

ま
った

後
、室

内
CO

2濃
度

が
上

限
濃

度
か

ら当
該

値
以

上

減
少

した
場

合
、C

O 2
施

用
が

再
開

され
る

。
10

0 p
pm

10
 pp

m
50

 pp
m

95
0 p

pm

⑧
室

内
CO

2目
標

濃
度

（換
気

窓
閉

）
シ

ツ
ナ

イC
O2

　モ
クヒ

ョウ
室

内
CO

2濃
度

が
当

該
値

とな
る

よ
うC

O 2
施

用
量

が
調

整
され

る
。品

種
の

違
い

や
条

件
に

よ
って

、最
適

な
CO

2

濃
度

は
違

う。
10

00
 pp

m
10

 pp
m

30
0 p

pm
20

00
 pp

m

⑨
制

御
幅

（換
気

窓
閉

）
セ

イギ
ョハ

バ
　マ

ドシ
メ

室
内

CO
2目

標
濃

度
を中

心
とし

て
、当

該
値

の
範

囲
で

制
御

す
る

。す
な

わ
ち

、室
内

CO
2目

標
濃

度
か

ら当
該

値
の

２分
の

１ず
つ

上
下

した
CO

2濃
度

の
範

囲
で

は
、C

O 2
施

用
が

止
ま

る
。

10
0 p

pm
10

 pp
m

20
 pp

m
20

0 p
pm

⑩
待

機
時

間
（換

気
窓

閉
）

タイ
キ

ジ
カン

　マ
ドシ

メ

換
気

窓
が

頻
繁

に
開

閉
す

る
場

合
、ゼ

ロ
濃

度
差

CO
2施

用
と高

濃
度

CO
2施

用
が

頻
繁

に
切

り替
わ

る
とC

O 2
施

用
の

無
駄

が
発

生
して

しま
うた

め
、換

気
窓

が
閉

ま
った

後
も当

該
時

間
は

ゼ
ロ

濃
度

差
CO

2施
用

が
継

続
す

る
。1

分
～

60
分

の
間

で
設

定
可

能
。

20
　分

1 分
1 分

60
 分

表
1

■
ゼ

ロ
濃

度
差

CO
2施

用
（換

気
窓

開
）

■
高

濃
度

CO
2施

用
（換

気
窓

閉
）

設
定

項
目

内
容

画
面

表
示

①

項
目

番
号

最
大

値

■
トッ

プ
画

面

外
気

CO
2濃

度
設

定
方

法
外

気
CO

2濃
度

に
つ

い
て

、入
力

値
（C

on
st）

か
セ

ン
サ

で
の

計
測

値
（S

en
so

r）
の

ど
ち

らか
を選

択
す

る
。

ｽﾃ
ｯﾌ

ﾟ間
隔

最
小

値
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初
期

設
定

値

（工
場

出
荷

時
）

■
共

通

⑪
時

間
比

例
周

期
ジカ

ンヒ
レイ

シュ
ウ

キ
CO

2制
御

スイ
ッチ

をO
N/

OF
Fす

る周
期

。当
製

品
では

比
率

を変
化

させ
る手

法
とし

てパ
ル

ス幅
変

調
（P

uls
e

Wi
dth

 M
od

ula
tio

n）
を用

い
てい

る。
60

 秒

30
 秒

（6
0秒

～
90

0秒
）

60
秒

（9
01

秒
～

18
00

秒
）

30
 秒

18
00

 秒

⑫
昼

判
定

フォ
トセ

ンサ
照

度
下

限
値

セン
サ

ライ
ト　

カゲ
ン

タイ
マー

使
用

時
は

表
示

され
ない

。フ
ォト

セン
サ

で当
該

値
以

上
を確

認
す

ると
CO

2施
用

が
開

始
され

る。
4-

20
 m

Aで
設

定
。4

.6 
mA

は
約

10
0 l

x、
6.0

 m
Aは

約
40

0 ｌ
x、

8.0
 m

Aは
約

10
00

 lx
に

相
当

す
る。

フォ
トセ

ンサ
が

昼
と判

定
す

ると
、本

体
の

LE
Dが

点
灯

しC
O 2施

用
を行

う。
LE

Dが
点

灯
しな

い
場

合
は

、C
O 2

施
用

は
行

わ
ない

。特
に

、昼
間

に
LE

Dが
点

灯
して

い
ない

場
合

、フ
ォト

セン
サ

が
正

確
に

作
動

して
い

ない
可

能
性

が
あ

る。

4.6
 m

A
(約

10
0 l

x)
0.1

 m
A

4.2
 m

A
20

.0 
mA

⑬
フォ

トセ
ンサ

照
度

下
限

値
か

らの
不

感
幅

セン
サ

ライ
ト　

フカ
ンハ

バ
フォ

トセ
ンサ

の
実

測
値

が
照

度
下

限
値

を下
回

りC
O 2施

用
が

止
まっ

た後
、実

測
値

が
照

度
下

限
値

か
ら当

該

値
以

上
増

加
した

場
合

、C
O 2施

用
が

再
開

され
る。

0.3
 m

A
0.1

 m
A

0.0
 m

A
16

.0 
mA

⑭
作

動
サ

ドウ
ON

/O
FF

で設
定

。電
源

を切
ると

OF
Fに

なる
の

で、
当

製
品

を作
動

させ
る際

は
ON

に
す

る。
OF

F
ON

/O
FF

－
－

⑮
上

限
異

常
値

ジョ
ウ

ゲ
ンイ

ジョ
ウ

チ

当
該

値
を超

える
値

が
検

出
され

た場
合

、液
晶

デ
ィス

プレ
イを

点
滅

させ
る。

警
報

用
パ

イロ
ット

ラン
プを

取
り

付
け

るこ
とで

、異
常

値
の

検
出

を認
知

しや
す

くす
るこ

とも
可

能
。室

内
CO

2濃
度

が
当

該
値

より
高

くな
った

と

きは
CO

2施
用

が
止

まる
。

20
00

 pp
m

10
 pp

m
10

00
 pp

m
30

00
 pp

m

⑯
下

限
異

常
値

カゲ
ンイ

ジョ
ウ

チ
当

該
値

を下
回

る値
が

検
出

され
た場

合
、液

晶
デ

ィス
プレ

イを
点

滅
させ

る。
警

報
用

パ
イロ

ット
ラン

プを
取

り
付

け
るこ

とで
、異

常
値

の
検

出
を認

知
しや

す
くす

るこ
とも

可
能

。
30

0 p
pm

10
 pp

m
20

0 p
pm

40
0 p

pm

■
校

正
⑰

校
正

コウ
セイ

校
正

（キ
ャリ

ブレ
ー

ショ
ン）

を行
う。

－
－

－
－

CO
2目

標
濃

度
CO

2モ
クヒ

ョウ
：＊

＊
＊

pp
m

－
－

－
－

設
定

確
認

ヨロ
シイ

デ
スカ

？
　ハ

イ/
イイ

エ
それ

まで
の

設
定

でよ
け

れ
ば

「ハ
イ」

を選
択

し、
確

定
す

る。
－

ハ
イ/

イイ
エ

－
－

校
正

の
ため

の
待

機
時

間
コウ

セイ
チュ

ウ
　３

フン
校

正
（キ

ャリ
ブレ

ー
ショ

ン）
中

の
ため

3分
間

待
機

す
る必

要
が

あ
る。

－
－

－
－

校
正

の
ため

の
作

動
オ

フ
サ

ドウ
ヲオ

フニ
シテ

クダ
サ

イ
「作

動
」が

ON
の

場
合

は
校

正
（キ

ャリ
ブレ

ー
ショ

ン）
が

でき
ない

ため
、「

作
動

」を
OF

Fに
す

る必
要

が
あ

る。
「作

動
」が

OF
Fの

場
合

は
表

示
され

ない
。

－
－

－
－

■
初

期
化

（初
期

設
定

値
へ

戻
る）

⑱
ショ

キ
カ

設
定

項
目

を初
期

化
す

る（
初

期
設

定
値

に
戻

す
）。

－
ハ

イ/
イイ

エ
－

－

　　
※

項
目

番
号

①
、②

、⑤
、⑧

、⑩
、⑫

につ
い

ては
特

に慎
重

に初
期

設
定

を行
って

くだ
さい

。

内
容

ｽﾃ
ｯﾌ

ﾟ間
隔

最
小

値
最

大
値

設
定

項
目

項
目

番
号

画
面

表
示
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初期（出荷時）設定項目での操作手順 

初期（出荷時）設定項目を変更せず使用する場合、以下の手順になります。 
 

■フローチャート（初期設定項目での使用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① プラグをコンセントに差し込み、電源を立ち上げます。 

 

② 約 20秒後にウォーミングアップが終了し、トップ画面になります。 

UPボタンを5回押し（DOWNボタンを13回押し）、“サドウ”の設定項目を選択します。

次にENTER（決定）ボタンを押し、設定内容を決定します。

UP／DOWNボタンを押し、“センサケイソクチ”または“ニュウリョクチ”を選択します。

次にENTER（決定）ボタンを押し、設定内容を決定します。

プラグをコンセントに挿入

液晶ディスプレイ上段に「CO2コントローラ―」

下段に「20」のカウントと「CHC」が表示されます。

20秒後にウォーミングアップが終了します。

ロック

誤操作をしないようロックをかける。

(項目番号①)

MODE（設定項目）ボタンを1回押します。

ENTER（決定）ボタンを押し、“ガイキCO2セッテイホウホ
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③ トップ画面の表示内容は以下の通りです。 

S（センサが計測している対象）  S：N=当該値なし  S：I=Inside（室内）  S：O=Outside（外

気）  V（CO2バルブの開閉信号）  V：O=CO2施用なし   V：C=CO2施用 

 

異常値を検出した場合、液晶ディスプレイが点滅します。当製品やポンプユニット（別売）が故

障している可能性もありますので、販売代理店または当社の修理窓口までご連絡ください。 

液晶ディスプレイの NAとは、Not Applicable（当該値なし）を表します。 

トップ画面が表示されたら MODE（設定項目）ボタンを 1回押します。 

 

④ ENTER（決定）ボタンを押し、“ガイキ CO2セッテイホウホウ”の設定項目を選択します。 

 

⑤ UP／DOWNボタンを押し、“センサケイソクチ”または“ニュウリョクチ”を選択します。 

次に ENTER（決定）ボタンを押し、設定内容を決定します。 

 

⑥ UPボタンを 5回押し（DOWNボタンを 13回押し）、“サドウ”の設定項目を選択します。 

次に ENTER（決定）ボタンを押し、設定内容を決定します。 

 

⑦ UP／DOWNボタンを押し、“オン”を選択します。次に ENTER（決定）ボタンを押し、設定内容を

決定します。 

 

作動が開始したら、LEDが点灯しますので、確認してください。点灯しない場合、作動していな

い可能性がありますので、再度①の手順から行ってください。 

換気窓が開いている場合、ゼロ濃度差 CO2施用の LEDが点灯し、換気窓が閉まっている場合は、

高濃度 CO2施用の LEDが点灯します。 

 

⑧ 誤操作しないようロックをかけることが可能です。詳細は P.15の「ロックモード」を参照して

ください。 
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自己設定による操作手順 

初期（出荷時）設定項目を変更し（自己設定）使用する場合、以下の手順になります。 

 

■フローチャート（項目設定） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①～⑤  P.11～12の「初期（出荷時）設定項目での操作手順」の①～⑤と同じです。 

 

⑥ （表 1）項目番号②～⑯について、初期設定値から変更が必要な場合、フローチャートの手順に

従ってください。 

  ・MODE（設定項目）ボタンを押して、設定項目を表示させます。 

  ・UP／DOWNボタンで、変更したい設定項目にカーソルを合わせます。 

  ・ENTER（決定）ボタンを押して、設定項目も選択する。 

  ・UP／DOWNボタンを押して、初期設定値を変更したい数値に合わせます。 

  ・ENTER（決定）ボタンを押して、設定内容・設定値を反映させます。 

 

⑦～⑨  P.11～12の「初期（出荷時）設定項目での操作手順」の⑥～⑧と同じです。 
 

※設定内容または設定値を初期設定値に戻したい場合は、“ショキカ”を選択し“ハイ”で確定して

ください。 

UP／DOWNボタンを押して、設定項目内の“サドウ”を選択

します。

次にENTER（決定）ボタンを押し、設定内容を決定します。

UPボタンを5回押し（DOWN

ボタンを13回押し）、“サ

ドウ”の設定項目を選択し

ます。次にENTER（決定）

ボタンを押し、設定内容を

決定します。

NO

プラグをコンセントに挿入

液晶ディスプレイ上段に「CO2コントローラ―」

下段に「20」のカウントと「CHC」が表示されます。

20秒後にウォーミングアップが終了します。

YES
初期設定値 変更

(表1 項目番号②～⑯)

初期化(項目番号⑱)

MODEを押して設定項目を

表示させる。

UP/DOWNで変更したい設定項

目にカーソルを合わせる。

ENTERを押して、設定項目を選択。

UP/DOWNを押して、初期設定値

を変更したい数値に合わせる。

ENTERを押して、設定内容・設定

値を反映させる。

ロック

(項目番号①)

UP／DOWNボタンを押し、“

リョクチ”を選択します。

次にENTER（決定）ボタンを

MODE（設定項目）ボタンを1回押します。

ENTER（決定）ボタンを押し、項目を選
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校正 

必要に応じて、装置の精度を確認するための校正操作を行ってください。基準となるガスは、主と

して以下の 2つの方法で得られます。 

 

①屋外の空気を利用する。 

• 外気の空気の CO2濃度が約 400 ppm であることを利用し、CO2濃度の計測値が変化しなくなる

まで最低 10分待ちます。 

• この時、当製品に向かって息を吹きかけないでください｡吹きかけた息に含まれる高濃度（約

40,000 ppm）の CO2が計測値に影響します｡ 

• 400～420 ppmを基準計測値として推奨します。 

• 下記の「フローチャート（校正）」の説明に従って装置を校正してください。 

 

②小型ボンベに入っている校正用の標準濃度 CO2ガスまたは窒素ガスを利用する。 

• 校正用の標準濃度 CO2 ガスまたは窒素ガスを注入口（Air Input）から当製品に入れ、計測値

が安定するまで 2～3分待ちます。 

• 下記の「フローチャート（校正）」の説明に従って、使用した標準ガスの数値に装置の表示を

合わせてください。 

 

■フローチャート（校正）：項目番号⑰ 

 

MODEを押して設定

項目を表示させる。

校正する濃度を決定する。

3分後、校正が終了しトップ画面に戻る。作動をオフにして再度

フローチャートに沿って行う。

作動オフ作動オン

“イイエ”

“ハイ”

UP/DOWNボタン

「コウセイ」を選択
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“ロック”が液晶ディスプレイ上に表示されたら、

ENTER ボタンで決定をする。 

ロックモード  

ENTERと UPを約 10秒間同時に押すと、液晶ディスプレイ上に“ロック”と表示され、“ロック”を

選択するとキーが無効（押しても反応しない）になります。 

再度、ENTERと UPを約 10秒間同時に押すと、液晶ディスプレイに“ロック”が表示され、“カイジ

ョ”を選択すると操作が有効になり、ロックを解除します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ENTER ボタンと UP ボタンを同時に約 10 秒間押す。 

UP か DOWN を押して、ロックをするか、解除を

するか選択する。 
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当製品の作動条件および外部からの作動方法 

当製品は以下のフローチャートのように、“サドウ”と「昼判定（フォトセンサ）」の両方の条件が

成立した場合に作動します。それ以外の場合、ポンプの運転および CO2電磁弁は動作しません。 

 

 

 

 

液晶ディスプレイ上の操作(P.11)のほかに、以下の 3つの方法により外部からも当製品を作動させる

ことができます。 

 

① 手動 

 

  

 

 

② タイマー 

 

 

  

 

 

③ 固定 

 

 

  

　

“サドウ”

ｘｃ昼判定

制御

（CO2施用）

制御停止

（CO2施用なし）

YES

NO

YES

NO

スイッチなどにより、手動で作動させます。 

タイマーを使用し昼間のみ作動させます。 

プラグ挿入後、自動的に作動させます。 

 

①液晶ディスプレイでの設定 
②外部からの設定（下記を参照してください） 

①フォトセンサを接続した場合、センサからの出力

が設定値を超えた場合、条件が成立します。 
②フォトセンサの代わりにタイマー（オプション）

と接続することで、CO2施用時間を決定します。 
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アナログ出力によるデータ測定および分析 

当製品は、4～20 mAのアナログ出力により、データロガー等を用いてデータの記録が可能です。 

以下にデータの分析手順の一例を紹介します。 

 

■データロガーの使用について 

表 2に示す 2種類のロギング用のアナログ信号出力を有しています。 

高濃度 CO2施用時は室内 CO2濃度のみが出力されます。ゼロ濃度差 CO2施用時は、室内 CO2濃度と外気

CO2濃度が切り替えインターバルに同期して、交互に出力されるため分離する必要があります。効率

よく分離するために、ポンプ運転信号をロガーに入力することを推奨します。詳細は取付工事仕様

書を確認してください。また、CO2制御量のデータも出力されます。 

 

     表 2 ロギング用アナログ信号出力 
内容 計測出力 信号 

CO2濃度 0-3,000 ppm 4-20 mA 

制御量 0-100 % 4-20 mA 

 

 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

 

※当製品の故障や異常等につきましては保証規定に基づき対応いたしますが、当製品の故障や異常

が原因で農作物の収穫量減少等いかなる被害が発生した場合でも、当社は一切の責任を負いかねま

す。 

※当製品は農作物の収穫量の増加を保証するものではありません。 

 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

 

シー・エイチ・シー・システム株式会社  環境・エネルギー事業部 
〒155-0031 東京都世田谷区北沢 5-4-3 
TEL 03-3485-2830  FAX 03-3485-6149 
フリーダイヤル 0120-402-710 
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保 証 書 
商品名・型番 施設園芸用 CO2コントローラー SA-K03 

保証期間 お買い上げ日より１年間 

お買い上げ日 年   月   日 

 ＊お客様ご記入欄             

お名前・ご住所・ご連絡

先 

 

 ＊販売店ご記入欄      

店名・住所・連絡先 

                            

㊞ 

 

※この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとに置いて無料修理をお約束するものです。 

 従って、この保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期
間経過後の修理などについてご不明の場合は、お買い上げ頂いた販売店、または弊社にお問い合
わせください。 

※この保証書は再発行致しませんので、大切に保管してください。 

※当製品の故障や異常等につきましては保証規定に基づき対応いたしますが、当製品の故障や異常 

が原因で農作物の収穫量減少等いかなる被害が発生した場合でも、当社は一切の責任を負いかね 

ます。 

※当製品は農作物の収穫量の増加を保証するものではありません。 

 

－ 製品保証規定 － 
取扱説明書や本体添付のラベル等の注意書に基づくお客様の正常なご使用状態で保証期間内に故障
した場合、下記内容に従い無料にて故障個所を修理させていただきます。無料修理を受ける場合は
保証書をご提示の上、お買い上げの販売店または弊社にご相談ください。 
初期不良を含み、製品に不具合のあった場合は、製品をご購入いただいた販売店にお持ちいただく
か、弊社へ製品をお送りいただき、内容を確認致しまして、修理、または代品をご返却いたしま
す。注:出張修理等は行っておりません。 
保証期間内でも製品を弊社へお送りいただく場合の送料は、お客様のご負担となります。 
次のような場合は、保証期間内でも有料修理となります。 
●使用上の誤り、および不当な修理や改造、調整による故障または損傷。 
●不適正なお取扱いによる移動、落下、衝撃等で生じた故障または損傷。 
●お買い上げ後の輸送による故障または損傷。 
●火災、塩害、ガス害、地震、落雷、煙害、および風水害、その他天災地変、あるいは異常電圧な
どの外部的要因に起因する故障、および損傷。 

●正常な使用方法でも、消耗部品の自然消耗、摩耗、劣化した場合。 
●製品を分解した場合。 
●使用中に生じた故意、過失による破損または損傷。 
●保証書のご提示がなされない場合。また、保証書にご購入日、および販売店が記入されてない場
合、または押印されてない場合。字句を書き替えられた場合。 

●再販で購入された場合。 


	製品概要
	ゼロ濃度差CO2施用
	安全上および使用上の注意
	製品のお手入れ

	外形および各部位の名称
	主な仕様および表示機能
	CO2コントローラーの機能および設定上のご注意
	初期（出荷時）設定項目での操作手順
	自己設定による操作手順
	校正


